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日本海寒帯気団収束帯に伴う直交型筋状雲 の発生機構

泳 戸久喜 ・加覊輝 之 （気象研）
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た帯状雲につ い て ， 村上ほか （2005）及び永戸 （2005） で
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1   の 雲解像モ デル （雉 貯 非静力学モ デノレ）による再現

結果の 解析 か ら，帯状雲を形成する特徴的な雲域の
一

つ で

ある直交型筋状雲の 構造につ い て調 べ た。その 結果，一
混

合層内 の 水平風 の 鉛直シ アーベ ク トル の 向きに平行 に
， 北

東か ら南西 の 方向に伸び て い た，一主に対流雲 か ら形成 さ

れ て お り，個々 の 対流雲は 高さとともに鉛直シ アー
の ド流

方向に傾い てい た，一混合層の 発達‘
こ伴い 南西側ほど背が

高く幅が広 くなっ て い た，などの 特徴が見 られ た。今同 は，
雲解像モ デル の 再現実験結果の 解析か ら，直交型筋状雲の

発生機構につ い て 調べ た結果を報告する．

2．　 直交型筋状雲に伴う擾乱の構造
図 1 に，直交型筋状雲域内の 高度 0．52  で 磁 臼直風 の 水

平分布 を示す，波状 の 構造が見て とれ，直交型筋状雲 に ほ

ぼ対応 して い た．こ の 波状構造にっ い て調べ るために，各

物理 量 （φ）を筋状雲 に直交方向 （x 方向） の 平均 （の と

そ こか らの偏差 （il
’
）に分けて，偏差を擾乱成分と して解

析を行 っ た、平均場 の 鉛直プ ロ フ ァ イル （図 略）をみ る と，
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図 1 ：気象庁非静力学モ デル で シ ミュ レ

ー
トされ た，2001年 1 月

物 虱嚇 糲 舗 妨 向の 成分 （i）に敲 ・  以下 鍮 1∫ST （5 賄 予 幸斷舮 廠 q52h11 鬮 する鉛飄 の 水平

で 北東方向 （y の 止 の 方向）に向か う鉛直 シ ア
ー

があり，高

度 1．5   付近 に変曲点が あっ た．一
方 ， 平均風 の 筋状雲 、こ

直交する方向の 成分 （u ）には顕著な鉛直 シ ア
ー

は見られな

か っ た．ま た，ド層 1  以下に 対流 稼 定な成層が 見ら†し

た．図 2 に は 図 1 の x 〔FXI に おける擾乱成分各量の 鉛直断

面図を示す．鉛直風 （の は高度0．2 か ら 1．5km で 振幅が

大きく，上昇流域は雲域に対応 して い た （図 2a）．浮力 （b「

）

は高度0．5   以下 で 頭 と同｛立相（b・｝vl ＞ 0 ）で あっ た （図 2b），
u
’
は 高度 1．5   以

．
ドで IV と位相が 90 度ずれ て お り

（灘 ：’− O＞，こ の 断面 Eで ロ
ー

ル状の循環み られた（図 2c）．
vt は高度 L5　km 以 下 で ｝ザ と逆位相 （yW ＜ 0 ） となっ て い た

（図 2d）．図 1 の YO −Yl に沿っ た鉛直断面図 （図略）を見 る

と，擾乱成分の 鉛直循環は鉛直シ ア
ー

の 上流方向 に傾 い て

い た，これらの 結果 か ら，直交型筋状雲は ロ
ー

ル 状の 循環

を伴う波状優乱に伴っ て生成され て い る こ とが 分 っ た ，

3．　 波状擾乱の運動エ ネ ルギー収支解析
　波状擾乱 の 生成 ・維持機 1冓を調べ るた め に，運 動 エ ネル

ギ
ー

収支解析を行 っ た （図略）．図 正の領域で平均した擾乱
の 運動エ ネル ギー磁 E）は高度2  イ寸近に ピークを持ち，
高度 4   以下に分布 して い た．エ ネル ギ

ー
生成項で は，高

度0．5   か ら3．0   で は鉛直 シ ア
ー

生成項 の 振幅が卓越 し

て い た ．こ の 内訳をみると， 筋状雲 に平行な成分の 平均風

の鉛直シアーか らの エ ネル ギー変換が EKE の維持に大きく

寄与 して い た．浮力生成項は高度 1km 以下 で 卓越 して お り

鉛直シ アー生成項 に次い で EKE の 維持に寄 与して い た．一

方，水平 シア
ー

生成項の 振幅は 全層で小 さくEKE 維持へ の

寄与は殆 どなか っ た．こ の 結果か ら，波状擾乱 は基本場の

鉛直 シ ア
ー

と浮力か らの エ ネル ギ
ー

変換 に よっ て維持 され

て い る こ とが分っ た．

Z
？
恙
凵
号
石

＝

？」
5

≡
9叩

工

　：

ε、

峯
金

1

gs　　
コ
の 　　 1：S　　 11：　　ロ ら　　 ロ じ

　　　 2

砌

召瞬 景ξ象
鵡蟹纛擁
9三　　 1CIじ　　 1吐 ．　　 110　　　　　　　 2D　　 12⊃

II−；≒こ 2 繆 》・・

藻憲 纛
c
　 gS　　 II，OI　　 1：5　　

‘
10　　 11／t　　

120
　 　 125

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 95　　 100 　　　　　　
’
1ロ　　

’
1　　 12C 　　 125

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ×0 　 　 　 ・（kr「）　 　 　 　 X1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図 2 ：図 1の XO−X1 線上 にお ける擾 乱成分の鉛直断面図，（a）xf ；
コ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ン ター
間隔 0．5m ・9．

’且
，（b）b’

； コ ン タ
ー

間隔 5 ・ 10
’3
　kg　m

’z
　・
’2
，　 （・）u

・
；

鑾 繍 靆 藩 懲 ，糠 擁｝靆鱸糲欝飜 灘1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　域 を示 す．各量は X〔レXI 線を挟ん で 1    の 「P畠で平均 した．
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